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対策
実施済

対策
実施中

対策
検討済

対策
検討中

阪神
地域 126 26 55 45 0

播磨
地域 67 27 20 20 0

但⾺
地域 9 8 0 1 0

合計 202 61 75 66 0

主要渋滞
箇所数
（箇所）

地域

１．主要渋滞箇所の対策実施状況

主要渋滞箇所の取り組みは、Ｈ２４年度に箇所を選定・公表してから、今年で７年が経過。
兵庫地区では、これまでに６１箇所で渋滞対策を実施し、渋滞緩和が見られる箇所も発現。
昨年度は、４交差点を特定解除と位置付け。

今年度も引き続き、「特定解除フロー」に従って、交通ビックデータによる速度状況、現地渋滞状況等を確認し、渋滞が軽微で
ある箇所を対象として主要渋滞箇所の特定解除を実施。

＜主要渋滞箇所位置図＞ ＜主要渋滞箇所の対策実施状況＞

阪神地域

但馬地域

播磨地域

＜凡例＞
：主要渋滞箇所（対策実施済）

：主要渋滞箇所
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２．主要渋滞箇所の特定解除について
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平成30年9月～11月のETC2.0プローブデータによる交差点流入部の旅行速度で特定解除フローの判定を行ったところ、2箇
所が解除候補となっている。

主要渋滞箇所197箇所（R1.6末時点）



２．主要渋滞箇所の特定解除について
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対策実施中

対策実施済

対策検討済

凡 例

西戸田

繁昌

■主要渋滞箇所特定解除候補箇所
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２．主要渋滞箇所の特定解除について
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１）繁昌交差点（加西市 一般国道３７２号）

繁昌交差点では、平成28年の一般国道372号繁昌交差点改良の終了により、旅行速度が全方向で20km/h以上となっている。

平成29年、30年の旅行速度は2年ともに20km/h以上となっており、大きな渋滞は発生していない。

■主要渋滞箇所の解除フロー

繁昌
交差点

方向③

方向①
方向②

■主要渋滞箇所への選定時の状況

【選定理由】
渋滞に対する改善要望の強い箇所（選定フロー３‘軸）

方向④

対策実施状況
の確認

当初の設定条件で
主要渋滞箇所の状況を
確認（速度・踏切など）

渋滞緩和を
2箇年で確認

主要渋滞箇所からの
解除候補

（渋滞協で議論の上判定）

対策実施済
H30：旅⾏速度20km/h以上

→渋滞改善

■旅行速度の変化（平成２９、３０年度）

H29,30年度の旅行速度が
全方向20㎞/h以上

H29：旅⾏速度20km/h以上
H30：旅⾏速度20km/h以上

■対策内容

■一般国道３７２号 繁昌交差点改良
• 繁昌交差点の４方向全てに右折車線を設置し、交通

渋滞が解消、円滑な交通の流れを確保。

• 最大６００ｍあった渋滞が７０ｍに短縮、信号待ち回
数が最大３回から１回に減少。

【対策前】 【対策後】

【方向②の対策前後の状況】

【対策内容】 【渋滞長・信号待ち回数の状況】

出典：兵庫県 記者発表資料

出典：民間プローブデータ（H24.9-11）ETC2.0 様式2-1（H29,H30.9-11）

全方向に右折車線を新設
出典：民間プローブデータ（H24.9-11）

兵庫県調査結果 H21.7.15（水）

⽅向① ⽅向② ⽅向③ ⽅向④
旅⾏速度（km/h） 38.6 33.3 41.7 13.8
信号待ち回数（回） 1 2 1 1



21.8 22.9
24.7

29.2 28.6

20.4

26.8

31.4

21.2

0

5

10

15

20

25

30

35

⽅向１ ⽅向２ ⽅向３ ⽅向４

旅
⾏
速
度
（
km
/h
）

H24 H29 H30

２．主要渋滞箇所の特定解除について
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２）西戸田交差点（神戸市西区 一般国道１７５号）

西戸田交差点では、平成28年の一般国道175号平野拡幅の事業終了により、旅行速度が全方向で20km/h以上となっている。

平成29年、30年の旅行速度は2年ともに20km/h以上となっており、大きな渋滞は発生していない。

西戸田
交差点方向③

方向①

方向②

■主要渋滞箇所への選定理由

渋滞に対する改善要望の強い箇所（選定フロー３‘軸）

■旅行速度の変化（平成２９、３０年度）

H29,30年度の旅行速度が
全方向20㎞/h以上

方向④

旅行速度
データ無し

■主要渋滞箇所の解除フロー

対策実施状況
の確認

当初の設定条件で
主要渋滞箇所の状況を
確認（速度・踏切など）

渋滞緩和を
2箇年で確認

主要渋滞箇所からの
解除候補

（渋滞協で議論の上判定）

対策実施済
H30：旅⾏速度20km/h以上

→渋滞改善

H29：旅⾏速度20km/h以上
H30：旅⾏速度20km/h以上

■対策内容

【対策前】

■一般国道１７５号 平野拡幅

• 神戸市西区平野町向井～常本間約3.3km区間につい
て、2車線から4車線に拡幅。

• 平成２９年３月に西戸田交差点以北区間の4車線化が
完成し、平野拡幅が全線供用。

• 西戸田交差点の南側（方向①）で最大980ｍあった渋
滞が、開通後0ｍとなり渋滞が解消。

【対策後】

【方向①の対策前後の状況】

令和元年7月2日撮影平成28年10月6日撮影

西戸田

平成17年3月
４車線供用

平成22年3月
４車線供用

平成20年8月
４車線供用

平成29年3月
４車線供用

平成17年3月
車線状況

下村

平成20年8月
車線状況

平成22年3月
車線状況

平成29年3月
車線状況
（平野拡幅
全線供用）

4車線化により、
西戸田交差点先頭の

渋滞が解消

【対策内容】

福中 平野
出張所前

【方向①の渋滞長の変化】

兵庫国道事務所調査結果
【整備前】平成28年10月6日（木） 【整備後】平成29年9月14日（木）

⽅向① ⽅向② ⽅向③ ⽅向④
旅⾏速度（km/h） 21.8 22.9 ー 24.7
信号待ち回数（回） 選定時の調査結果無し

出典：民間プローブデータ（H24.9-11）

北行き

南行き
南行き

北行き

北行きの渋滞が解消

出典：民間プローブデータ（H24.9-11）ETC2.0 様式2-1（H29,H30.9-11）



３．主要渋滞箇所の特定解除に関する課題への対応について
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１）簡易調査による信号待ち回数の確認

一般的な渋滞調査による信号待ち回数の調査には多大なコストがかかることから、ETC2.0を用いて、旅行速度の低下時間
帯を特定し、調査時間帯の絞込みを行った上で調査を実施することでコストの縮減を図る。

調査票を様式を簡易調査用に統一し、基本的には現場職員による簡易的な調査で信号待ち回数の確認を行う。

■ETC2.0による調査時間帯の絞込み

渋滞長調査票_６ｈ
（7：00～10：00・16：00～19：00）

調査月日： 

観測地点：　

・滞留長及び渋滞長は10ｍ単位で記入すること。

・時刻は分：秒まで記入すること。

・捌け残りが発生しなかった場合でも、

　滞留長の停止線通過時刻は必ず記録する。

・捌け残りが発生しなかった場合は「０ｍ」を必ず記入。

・不明な点があれば必ず監督員に確認をとること。

方向

捌け残りが発生した場合に観測
信号待ち

回数
渋滞原因

滞留長観測時刻
（分：秒）

滞留長（ｍ） 渋滞長（捌け残り長）（ｍ）

○付け
対象流入部の信号が

赤⇒青に変わった時刻

対象流入部の信号が
赤⇒青に変わった時の

「最後尾車両」の位置

対象流入部の信号が
青⇒赤に変わった時の

「滞留長の最後尾車両」の位置

「滞留長の最後尾車両」が

停止線を通過した時刻

7:00 1.右折

～2.左折 ： ｍ ｍ ： 回

7:10 3.直進

7:10 1.右折

～2.左折 ： ｍ ｍ ： 回

7:20 3.直進

回数を記入。
捌け残りが発生せ

ず、最初の青信号

で通過した場合は
「0」

下記の

コード表より

番号を記入

方　向　案　内　図

観測員

注
意
事
項

方向１

観測
時間

滞留長
観測車線

赤信号の間にのびる信号待ち車列の最後尾までの長さを観測
停止線

通過時刻
観測者名

７ ０２ ２００ ０ ７ ０３ ０

７ １１ ５００ ８０ ７ １４ １ ５

■簡易調査票の様式（イメージ）
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• 渋滞発生が想定される時間帯を速度低下時間帯より絞り込む
• コストの縮減・省力化の実施

• 調査票の様式統一、簡素化により省力化
• 混雑している時間帯にピンポイントで職員が調査を行うことを想定

※一般国道２号玉江橋交差点（尼崎市）の時間帯別平均旅行速度の例
グラフのデータはETC2.0様式2-1（H30.9-11平日平均）

旅行速度が特に低下している時間帯を特定



３．主要渋滞箇所の特定解除に関する課題への対応について
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２）ETC2.0プローブデータを用いた信号待ち回数の集計

信号待ち回数の簡易調査の手法として、ETC2.0プローブデータを用いた信号待ち回数の集計手法の検討を行う。

交差点直近500ｍの区間の通過時間を算出し、サイクル長で除することで通過に要した信号待ち回数を算出し、信号サイクル
長で除した値が「３」を下回る場合は、渋滞緩和とみなし、上回る場合は、渋滞継続と判定する。

主要渋滞箇所解除候補箇所のうち、選定時に信号待ち回数の調査結果が無かった西戸田交差点での試算では、通過時間
95％タイル値で信号待ち回数3回以下となっていることが確認された。

■集計方法（案） サイクル長１２０秒の信号の場合
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所要時間（秒）

北⾏き

⻄⾏き

南⾏き

流入する4方向のうち、集計可能な3方向（※）に対し、交差点から500ｍの
範囲を通過する時間を算出し、95％タイル値で判定したところ、３方向共
に360秒を下回っていることが確認されている。

H30.9-11ETC2.0プローブデータ
様式1-2平日ピーク時（7-10,16-19時）のデータで集計

※）西側流入部については、細道路でETC2.0の集計に用いるDRMリンクが存在せず、集計を行うことが困難。

・西戸田交差点での集計結果（サイクル長１２０秒）

平均通過時間 95%タイル値

北⾏き
（4,934サンプル） 64秒 109秒

⻄⾏き
（1,128サンプル） 82秒 131秒

東⾏き ー ー

南⾏き
（2,271サンプル） 51秒 94秒


